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＜AGENDA＞

1. 活動実績
2. 学生募集
3. マッチングフェア
4. 事前・事後研修
5. インターンシップ実習
6. 成果報告会
7. まとめ

滋賀インターンシップ推進協議会
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１. 活動実績

滋賀インターンシップ推進協議会

次年度受入企業開拓春季インターンシップ
受入企業開拓

10/25
11/24 3/23



２. 学生募集
募集期間：11月1日～12月7日

目標人数：30～40名

◇申込みし易く
◇効率的に

32名 学生応募

滋賀インターンシップ推進協議会

コンセプト
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－当日のプログラム－
①インターンシップ基本セミナー

（モチベーション向上）
②受入企業の業務説明
③セルフマッチング

３. マッチングフェア

滋賀インターンシップ推進協議会

12月11日（日） 9:30～16:00 実施 （会場：栗東ウイングプラザ）

－参加－
企業 14社
学生 21名

－結果－
学生 20名
（マッチング率 95％）
企業 10社



事前研修 ①12月17日（土）②12月18日（日） 参加者 20名
事後研修 ① 3月 4日（土）② 3月 6日（月） 参加者 19名（病欠1名）

（会場：①滋賀ビル ②栗東ウイングプラザ）

事前研修 ビジネスマナー 事前研修 目標設定

社会人としてのマナー
・あいさつ
・言葉づかい
・身だしなみ

企業人と
して業務上の

心構え
（ＰＤＣＡ、チームワーク）

４. 事前・事後研修

滋賀インターンシップ推進協議会

事後研修 振返り

参加しやすいよう２回実施

目標設定 目標設定 及び
気づき・学び の
振返り

※社会人に必要なＰＤＣＡを体感し、必要性を実感する
⇒ 滋賀らしいインターンシップの質的な軸に



５. インターンシップ実習

有限会社ウエスト オムロン株式会社 株式会社国華荘 ピアライフ株式会社 有限会社成田牧場

滋賀中央信用金庫 株式会社フレックス
コンピュータシステム

日本酪農協同株式会社 宮川バネ工業株式会社 株式会社シンコーメタリコン

滋賀インターンシップ推進協議会

期間：2月6日（月）～ 3月3日（金）

２名 ２名 ３名 ２名 ２名

２名 ２名 １名 ２名 ２名

全学生の実習先の視察を実施

受入企業と実習学生数



3月16日（木）13:00～16:00 （会場：ピアザ淡海）
インターンシップ参加学生、受入企業、大学関係者、事務局など総勢 40名 の参加

６. 成果報告会

滋賀インターンシップ推進協議会

インターンシップを振返った報告書
①事前目標
②実習先企業と業務
③学びや気づき

学生からの主な声
・中小企業が大企業の下請けでないとわかった
・事務作業でもチームプレーの意識が必要
・就活の企業研究に大いに役立った

企業からの主な声
・今回をきっかけに夏から本格的に取り組む
・クロージング ミーティングでもらい泣きした
・社員の指導する力が伸びた、今後継続的に実施



７. まとめ

滋賀インターンシップ推進協議会

◇事業成果
インターンシップ実施目標 5社 20名 に対し、10社 20名 の実績で目標達成

◇インターンシップ名称の決定
インターンシップ協議会の趣旨に沿った 「オール滋賀DEインターンシップ」 という
名称を決定し、滋賀らしいインターンシップの最初の一歩に。

◇事業プロセスのベースの確立
・事前研修、実習、事後研修とのプロセスでの中軸に、ＰＤＣＡを据えた進め方の
ベースが構築できた。
・複数大学参加するインターンシップの学生募集で、スマホでのエントリーを可能に
したＷｅｂ応募方式で手軽さと効率性の仕組みが構築できた。

労働雇用政策課が働き方改革推進に向けて作成したテレビ番組 びわこ放送「チェンジ！働き方」
で2017年2月24日、2月27日、3月4日の3回にわたり放映されたＤＶＤをご覧ください。


